
─417─

第7章 2 液状化の予測・判定【作】
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（7）連続した地震動の考慮
本震・余震等の連続した地震動作用下では、本震によって液状化しないまたは液状化しない可能性が大き

いと予測された場合でも、地盤の構成によって、特に粘性土が介在する地盤の粘土層直下の砂層において、
その後の余震により液状化する可能性があることに留意する。このような場合には、当該地震動を継続時間
の長い地震動 7）8）として繋げて地震動応答計算を行い、液状化の有無を予測・判定することができる。

（8）海底地盤の液状化に関する留意事項
海底地盤の液状化は、地震動による作用のみでなく、高波の作用によっても発生し、構造物基礎への影響

や地盤流動を引き起こす要因となっている 9）10）11）。海底地盤の液状化の予測・判定において、地震に起因す
るものは、標準貫入試験のN値と共に試料数を補完するかたちで、現地のN値とコーン貫入抵抗値または微
動アレイ探査等によるせん断波速度値の関係に基づき図－2 . 1 . 6を活用できる 8）。高波に起因するものは、
設計波と地盤の有効単位体積重量等の地盤条件に基づき繰返しせん断応力比 9）10）を算定し、海底地盤の液状
化の評価が可能である 10）11）。また、洋上風力発電施設等のモノパイル基礎について、波による液状化対策範
囲を設定することができる 11）。
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